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2003.11.20 比較現代日本論研究演習／現代日本論演習 II  

第 7 回「相関係数 (2)」(田中重人)  

1.   相関係数の推定と検定 

2. 相関係数行列の書きかた 
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【相関係数の推定と検定】 
母集団において 2 変量正規分布のとき 
r の 95%信頼区間は次式に近似： 
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この信頼区間に r=0 が含まれるかを 
検定すればよい 
信頼区間の求めるのが面倒なので、 
通常は t 分布を利用した検定をおこなう (数表参照)。 

 

相関係数の検定力 (5%水準)： 

N=100 で r=±0.2 

N=400 で r=±0.1 
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Spearman の順位相関係数 rs も、 

r と同じ方法で推定・検定できる。 

 
 

Kendall の順位相関係数 τbの推定・検定は 

別の方法を用いる (省略)。 

r よりも検定力が低い 



――――――――― 5 ――――――――― 

【相関係数行列の書きかた】 
★ 線対称なので、 

右上／左下の三角部分だけを書けばよい。 

★ 小数第 3 位までが原則 

★ 小数点の前につくゼロは省略してもよい 

★ 検定の結果にしたがって＊をつける 

★ 小数点をそろえること 
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【課題】 
５つ以上の変数を使って pairwise, listwise の
相関係数行列をそれぞれ出力し、整形して 
印刷して提出 
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【来週の試験】 
・試験範囲は、後期の授業開始から 

今日までに習ったことすべて 

・概念の説明／計算 (PC を使ってよい) 

・何でも持ち込み可 
 
 


